　装甲車は農場を時速１００キロメートル程度の速さでゆっくりと進んで行く。約半世紀の空白があったが、この国自体はほとんど変化していないことをディケンズは感じていた。見覚えのある植物工場の建物が並んでいる。
「どうだ、懐かしいだろう？」
　多少機嫌を直したサキはディケンズに話しかけた。
「いいや、懐かしいとは思いませんな。中将にとっては長い時間だったかもしれませんが、私にとって生きていいた時間のみが体感できる時間ですので。たった一週間で、あんなに可愛かったサキちゃんが、見るも哀れな姿に変わりはてたことには、ショックを受けましたが……」
「黙れ」
　どちらが先に話を始めたのだ、と問いたくなったが、ここで口論を始めてしまっては得るべき情報も得られないため、やめた。今必要な物は、サキの雑言罵倒ではなく情報だ。この一見平和な世界においての脅威とは何であるか、それを少なくとも遭遇前に知っておく必要がある。
「そろそろ教えてくれたっていいんじゃないですか？」
「何をだ？」
「私たちが追うべきものですよ」
「そうだ、それは俺も知りてぇな。いくら極秘といえど知らんもんは追えねぇからな」
　キルゴアが口をはさんだ。
「……ゴジラ、というものは知っているか？」
　不意にサキが呟いた。
「ゴジラ？　なんだそれは？」
「ん、二百……いや二百五十年前に聞いたことがある気がする。島国のアニメーションかなんかだったような」
「アニメーションではない。実写だ。ゴジラとは世界を壊す怪獣だ」
「それが今何の関係があるんです？」
「我々がこれから探すものは、ゴジラに酷似した巨大な黒い生物だ。そのような生物を見つけたらそれがターゲットだと考えろ。また、便宜上その巨大生物をＧと呼ぶことにする。わかったな」
「はぁ？　わかんねぇよ」
　キルゴアの不平を無視し、サキは黙り込んでしまった。やはりまだ機嫌が悪いらしい。
　装甲車は農場を抜け、研究所が並ぶ地域へと向かった。確か、この地域では食用生物の遺伝子組み換えが行われているはずだ。
　つまり我々が探す物は……。
「着いたぞ」
　言いながら、サキは顔をしかめた。
目の前の建物には「昆虫遺伝学研究所」と書かれていた。
